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Z以下では両者の混同を避けるため、ヴァー グナー の創作した双子はジー クムント W・ジー クリンデ
W とし、マンによるそれはジー クムントM・ジー クリントMとして区別する。
3リヒヤルト・ヴァー グ、ナー 『オペラ対話ライブラリー ヴ、ァー グナー ニー ベルング、の指環(上)~ (高



























主士知義訳、音楽之友社 2002年)、 138-177頁参照。以下『ニー ベルング、の指環(上)Jlと表記。






















4 Mann， Thomas: 必11 命~'egel<.In: Thomas Mann出'8ammelteWerke in dreizehn Banden (以下
幻I1-Gw.と表記)XI. Frankfurt am Main 1974， S.329. 
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表記し、ヲ|用箇所に関しては本文中の括弧中に頁数を示す。








トMはその顔に「彼の血族のしるし Me企zeichenseiner ArtJ (463)をはっきりと表わ
しながらこう言う一一「どうなるかだって?僕たちはあいつを出し抜いたんだよ、一一あ
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精神~ (アノレテスパブリッシング 2011年)の第二章では『ニー ベルング、の指環J、『ニュルンベルクゃの
マイスター ジンガー 』、「ノfノレジフアノレ』がヴアー ク、ナー の反ユタqヤ主義と関連付けて論じられている。
19 Wagner， Richard: Das Judentum in der Musik. SchutterwaldJBaden 2010， S.35. 
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24 V gl.Fuchs， Ed田 rd:Die Juden in der Karikatur Ein Beitrag zur Kulturgeschichte. Berlin 1985. 
25鈴木淳子『ヴァー グナー と反ユタ9ヤ主義一「未来の芸術作品Jと19世紀後半のドイツ精神』前掲
書、 104頁。
























ば、ヴ、アー グ、ナー はこのニー ベルング、族の小人を幾度も「心配性のJr不安なJと形容している。リヒ
ヤノレト・ヴァーグ、ナ~Wニーベルングの指環(上)11 前掲書、 24 頁。
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にしかならなかった。29
マンは、 ジークムントMとジ クーリ ントMを人種主義に基づく排他性により社会から孤
立している存在をしてのみならず、自らの両親という「自然な共同体jないし 「自分の一
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として社会のアウトサイダーとして認識されていたユダヤ人とし、う存在への憧僚と無意
識の差別が混在しているのである。反ユダヤ主義的と目された『ヴエノレズング、の血』には
このような彼の葛藤、すなわち自己への批判と弁護が見出されるのである。
